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岡倉由三郎の英語教育論に関する一考察

一一「読書力Jの養成に注目して一一

溢谷輝生

1 .は乙めに

本稿では岡倉由三郎（1868-1936）の英語教青論につ

いて考察する。間倉由三郎は 1894年から 1936年頃に

活躍した英語教育者である。

開国以来の、洋書の翻訳によって欧米文化を吸収す

ることを自的としていた「英学Jは、 1890年代には衰

退しており、訳読中心の教授法に替わって会話や発音

などの音声を重視する新教授法が唱えられるようにな

された一因に、岡本の

競争のために英語の会話作文能力、

められるようになったのである。この時期において、

英語を教える・学ぶという営みは社会的要求が色濃く

反映されたもので、あったと震えるだろう。

関倉は 1894年に『外関語教授新論』（開発社）を著

し、訳読式の教授法から音声重視の教授法へと語学教

授法を改正することを説いた。 1906年以降は新教授法

を説くと同時に英語教育の呂的についても論じている

－学ぶことの目的が社会的要求に

応えることにあると自明視されていた時代に、改めて

ら英語教青の目的を間い直したのである。

し、普通教育という

とらえ直した。問

、ては、英語を媒介とし

て読書を軸に西洋知識の摂取を行う「実用的価値jと、

新しく得た知識を材料に言語・文化の相対性を理解し、

自らの思考力を養うことを目指す f教育的価値Jの一

価値を兼備すべきであると唱えた。岡倉は、これら一

価笹を追求することが英語教育の罰的であるとし、こ

れら二価値を実現する起点として英語科の技能上の自
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標に「読書力jの養成を据えたのである。

間倉の英語教育論に関する先行研究は、目的論の研

究と教授法の研究に大別できる。目的論関連の研究で

は、新里真世が f実用的価値Jと「教育的価値jの関

係性を検討しており3、斎藤治ーが「実用英語」隆盛の

時代に需倉が「実用的価値j と「教育的価髄jの実現

および の養成を唱えた思惟的涼理を検討し

ている＼教授法関連の研究では、金沢朱美が向倉の新

教授法の受容を検討しており5、伊藤健三が岡倉の発音

や会話重視の教授法は4技能のバランスのとれた指導

に示唆を与えるとして披の卓見性を評価している＼

このように先行研究では、間倉の英語教育の目的論

においては技能上の目標に「読書力Jが据えられてい

ることが指摘されている。しかし、この「読書力jが

どのような力であるかはいずれの先行研究においても

明らかにされていなし＼。そこで本稿では、岡倉の英語

教育論における f読書力jの内実を明らかにし、彼の

「読書力J養成の理論が反映された実践の検討を行う。

これによって岡倉の英語教育論の再評備を試みたい。

2. 岡倉の英語教膏論における罰的論

まずは、 が彼の英語教育の

自的論の中にいかに定位されているのかを確認する。

( 1)教蕎学の学理に基づく立論

間倉は、「本邦の中等学校の一科Jとしての英語科

を対象として英語教育論を展開している7。岡倉は、賄

業学校などにおける実用速成を自的とした英語の教授

についてではなく、中等学校の生徒に普通教育を行う

ー科としての英語教青について説いているのである。

こうした前提のもと開倉は、中学校で外国語を教え

る呂的をこつの揺でとらえている80 一つは、対象とす

る外国語の一般的な形を理解しそれを運用する力をつ

けることで、これを関倉は「実用的錨鑑Jと呼ぶ。も



う一つは、梅外の知識を摂取し知見を広げることによ

って古くこり盟まった考えにとらわれないようにする

ことで、これを間倉は「修養的価｛直jあるいは「教育

的｛高値Jと呼ぶ。関倉は、中等教育はこの二価値を兼

備しなければならないとし1う。 －｛｜多養とい

彼が明治中後期う思分で自的論を展開

の教育学の学理に基づいて立論したことがある＼

当時の教育学者の溝淵進馬は f教育j とし1う営みの

講造について f教育の目的は如何にして之を達するべ

きかと云ふと、之には三つの方法がある。第一、教授。

養護が部是であるjと述べているI¥

「教授jは主に知育のことで、噌！｜育jは語、育、「養護j

は体育のことである。これら知・徳、・体を相互関連さ

せて総合的に人間陶冶すなわち f人づくり jを行うこ

なのである。こうした「人づくり jを理

と「教授jは異なる概念

に包摂される概念である110

として行われるため、この区分

に分類される。 f教授Jが有する話的と価

植については、「実質的締鑑Jと「形式的髄髄J

することとされていた。「実費的価値Jf土、各学科特有

の知識・技能を与えることで、 f形式的儲植jは、 f実

質j う精神的諾能力の鍛錬のことを指し

ていた。こうした区分は当時において一般的であり、

さまざまな科目で「実質的任務Jとf形式的任務J、「実

用上ノ効舟j と「心的修養上ノ効用jなどの呼称で以

って扱われていたへ J菅平の術語の違いはあったもの

の、その意味するところはほとんど間じで、あった。

イ語｛直j とし1う問的論は、こう

論と一致する。次に、

と「1,r養的
る目的

と「教

育的｛高｛度Jにおいては、具体的にどのような知識・技

(2）英語教賓の「教膏的髄寵j と f実用的髄檀j

「教脊的儲｛直jについて岡倉は、「見分

を広めて回陪の見を打破し、外国に対する縞見をj散す

ると共に、自由に対する誇大の迷想を除き、人類は世

界の各経に、同イ語の｛動を為し語ることを知らしむるが

如きは、英語の内容、換言すれば風物の記事に依って

得らる＼手IJ益で、又、言語上の材料、郎、語匂の構造、

配置、文の連絡、段落等を究めて精察、帰納、分類、
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磨用等の機能を錬磨し、旦つ従来得たる思想、発表の形

式、即ち母冨語の外に更に思想、発表のー形式を知りて、

精神作用を敏活強大ならしむるが知き、以上は何れも

英語の教育的錨髄であるJ13と述べる。つまり、英語

教育の「教育的錨値jは二つあり、一つは、英語で学

ぶ内容すなわち外閣の風物に触れて自身の知見を広げ

ることによって、文化を相対的にとらえられるように

なるなど柔軟な思考を得ることであり、もう一つは、

母語とは異なる言語体系に触れることによって、言語

の認識や患考力を錬携することである。

しかし、こうした文化の相対化や言語認識の深化に

ついては英語に限らず他の教科でも学び得る。これつ

いて岡倉は、「必ずしも英語を須つの要はない。故に英

語が重きを罷かれ吾人が多大の時間と労力をこれに払

ふのは、其教育的｛高値よりは寧、実用的価値によるも

のであるj 14と述べる。では、

とはどのようなものであろうか。

はこれを

なる方面であると解する様である。併し、是れは正鵠

て種々の知識感情を摂取j し「欧米の新鮮にして健全

な思想、の潮流をj及んで、我国民の脳裏に濯j ぐことで

あると述べる1＼この f実弟的髄値jにおいて陪倉は、

会話や作文を視野に入れつつも、特に読書を軸として

欧米の文化を吸収することに主鰻を置いている九続

その結果として

動素を養ふことjがなされるというへつまり、英語

では、英語を通じて産接的に欧

米の文化に触れて議々な知識や思想・

ことに主眼が置かれており、新しく学びとった知識や

思想、は、日本人が従来から持つそれと並寵されるので

ある。その上で、文化の相対化や言語認識の深化、す

なわち「教育的儲僅Jの実現が期待されるのである。

当時の教育学においては教科の知識・技能の翠得を

通して構神的諸能力の発達が自指された。これと向様

に、岡倉の英語教育の目的論においても、「実用的倍榎J

の実現を基礎として「教育的髄鍍jの実現が連続的、



統一的に自指されていることがわかる。

( 3）英語教育の f実用的価値Jにおける「読書力j

岡倉は、「英語教授の白的たる実用方面は果たして

如何なるものかと云ふと、此れに対しては自分は猶予

なく読書力の養成と云ふ事を以て答へるのであるj 19 

と新雷し、さらに「読書力Jについて次のように説明

する2＼「読書は凡ての要素の総和Jで、英語の全ての

分科の能力が動員される。特に発音や文法の知識を正

しく身につけていなければ、 f読書力Jは身につかない。

逆に、「読書力jが一通り備っていれば、必要に応じて

話したり書いたりすることは困難では無く、「読書力

が会話作文の基礎Jを成しているのだという。これを

踏まえ、教授では f読書を中心として会話や作文を此

に附属せしむべきjだとしづ。つまり、

開倉はこれを「如

何なる方向に向つでも努力を加えさへすれば応用し得

らる＼一種の素養を造るに外ならぬj21のだとしづ。

中等学校は、「男子に須要なる

を以て目的j 22としている。

中学校には将来

の内容に、特定の

ることは適切では

ないとしていたへ様々な学生を対象に普通教育を施

す場である中等学校で求められる実用性は、必然的に

間接的・素養的なものにならざるを得ないのである。

英語教育の「実用的イ高値jの中心的位農にある f読

は、広く一般の人にとって海外文化の摂取に役

立つ技能でありへ「教青的価値jの実現に与するもの

でもある。かつ、この「読書力jは会話作文の基礎で

あり、努力次第で十分に話し書くこともできるように

なるので、実務江志向の人にとっても意味のある力であ

る。岡倉が「読書力は実用方面に最重要j 25と認め、

これを「一種の素養Jとして英語教育の目的の中心に

したことは、普通教育としづ文脈においてその目

的と矛活するもので、はなかったのである。

3. 陪倉の英語教授理論における「読書力」

( 1 ）各分科の関係と「読書jの位置づけ

岡倉は、分科の連絡と関係を理解することは英語を

教授・学習する上で不可欠であると言う。関倉はこれ

について、彼の言語観を交えて次のように説明する260 
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言語の主体は思想を膏声によって伝達する「口語j

であり、これを文字に写したものが「文語」である。

岡倉は書語にとって吾声が文字に先立っと考えていた

ため、英語を学ぶということは、英語の話された形を

学ぶことであるととらえていた。

口語で思想、の練通を行うことは f会話Jとしづ行為

であるという。会話で、自分の思想、を発信することが

話方であり、受信することが聴方である。会話で口述

するものを、音声のかわりに文字によって伝えること

は、 f作文」という行為である。作文では、文字や配列、

緩方（スペリング）、句読法の知識が要されるが、これ

らを運用することを書方という。

同倉は、英語の書籍を読むことすなわち「読書Jと

いう行為は、文語を口語に直し、そこに内在する思想、

を受けとることであるとしづ。これを開倉は、 f文字と

云ふ符号を目安として、先方の云ふ通りに抑揚発膏の

有様を、日顕で真似て［中略］撞に伏迩せる怠想、を、

先方の注文通りありありと再現するj27ことであり、

作文を狩うのと逆の手順を辿るようなものであるとい

とは、読み手が書き手を想起し、

るのかを考慮してそれを音声に復元して、そこにある

患想を汲み取ろうとする試みなのである。読み手が書

き手に代わって、自らに語って聞かせることで、文章

の意味内容を理解しようとするのである。この文章を

昔声に復元することを岡倉は読方と呼び、文語で伝え

んとされている思想、すなわち文の意味を理解しよう

とすることを解釈としている280 

「読書力」の養成を自指すに際して、 f読書」は会

話（話方、穂方）や作文（書方）とも関連する能力で

あるため、会話や作文などの教授も大切となる。！日来

は、作文は作文の授業で、会話は会話の授業でという

ように分科毎に別々に教授が行なわれていたカ宝29、持

倉は、「読書Jと親和性の高い読本教授を中心に各分科

を連絡させて教授を行うべきであるとしたへ

以上のような関倉の「読書j観は、訳読重視で膏声

の方面には注意が向けられなかった英学の時代のそれ

とは対照的である。関倉が音声第一主義のもと各分科

の関連をとらえなおして読みの概念を拡張し、併せて

分科の連絡を意識した教授を行うことを唱えたことは、

当時において先進的で、あったと雷えるだろう。



(2）間倉の英語教育論における f読書力Jの内実

同倉は f読書力jには二つの要件があるとしづ。一

つはある程度まで正確に読むことで、もう一つはある

軽度まで敏速に読bことである。岡倉は、「読書カの

養成は直読直解にあるJ31と

な f読書力jは f英語を所謂直読註解するに依りて、

始めて遠せられるjのであり、さらに f此の直読註解

に達せんには、先ず其の発音が正確で、其国語本来の

面自を鮮明に発揮したもので無ければならjず、また

f固にての了解の敏速は、根本的なる立にての了解の

敏速に基づくので、従って発音の正確の必要なるも極

めて明瞭なる次第であるj と述べる320 

つまり「読書j としづ営みには、文字を音；こ還元す

る手続き（読方）と、音声や文字を通してその意味を

（解釈）のニつが併害しており、これ

らの前提として発音の正確さと十分な聴方の能力が重

要とされている。これら手続きを正確かっ敏速に行う

の域に達してはじめて、同

は実現されるのである。以上のこ

と「解釈jの両者に注潤することで、

「読書力jの養成をし1カミに構想、して

いたかに迫ることができると考える。

⑨予稿的苦II練について

日本流に発音してゐる関は、発

りJを得ぬJため、入門期
を狩うべきであるとしている3＼読

本教援の前提として、耳で音声を聴き覚え、充分にそ

れを発音する訓練が行われる。発音器官の運用に一定

して瀬く読本教授へと移持することになる。

①読方について

読方において最も重要なことの一つはアク

セントであると述べる3＼岡倉は単語のアクセントに

は二議類があるとしており、一つは、中国語の四声の

ような音の高低を意味する苦楽的アクセントで、もう

一つは、力の強弱を主とする英語などのアクセントで

ある3＼こうした単語のアクセントは、辞書に拠って

正確に学び、常に正確さを意識して読む習慣をつける

べきとされている。単語単位で正確な発音ができるこ

とが期されていることがわかる。

これに加えて間倉は、文中の単語間の関係によって

生じるアクセントがあるという。
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で構成されるとき「各諾はそれ自身のアクセントに止

まらず、文章中の｛患の語との比較上の音の抑揚jがあ

り、これを岡倉は文章中の音調（SentenceIntonation or 

Stress）と呼ぶ3＼一般的な発音教授では、個々の単語

のアクセントと文章の分子としての単語のアクセント

（音調）とを混同して教授されることが多いが、

この両者は必ず闘IJして教授しなければならないとい

うへ向倉は、発音教授ではまずは教師が範読を行い、

それを手本として漸次練習させるべきであり、文章全

体をまとまりとして総合的に発音抑揚を教えた後に、

の発膏を教えることが適当であるという。

聴、方においては音調の在り方は相手の話し方や読み

方から判断できるが、 f読書Jにおけ

の音調はいかに判新して読んでいけばよいのだろうか。

ことは、 f一一つの文章のよか

することであるjおとし、この単語ごとの軽重の差に

ついては、「文章中の意味上より判断すれば、其語の文

の中の単語に於ける軽震の男ljは、告然判定することが

出来るJ39と述べる。つまり、文あるいは文章全体の

意味から見て強調される事柄に対応してい

対的に重くみなされ、音識としてはそれが強く読まれ

るのである。次は、解釈について検討を行う。

＠解釈について

f或る意味〔ココロ〕を発者と云ふ形式に

合めたもの、即ち言語を耳に聞いて、其中

る意味を患ひ浮かべることJを聴取とし、続けて「若

と云ふ符号を仮りて、文章として書き

表はされたる時には、自に訴へて同様の手棋を狩ふ其

が、異IJち解釈であるj と述べる4¥

のが聴取であり、文字と自によ

って向様の手順を行うのが解釈である。

解釈においては次の自つを押さえるべきで

あるというへ①単語のそれぞ1ii1Aこついて辞書に示さ

れるような意味を把躍すること、＠それら単語の文法

上の関係や文における配列などを把握すること、③全

体の意味から判断して文の焦点を見極め、予

を施して原文のじむもちJを汲み取ること、

f心もち」を理解したよで、再三再開正しい抑揚で原

文を膏読すること。中でも、文章全体の意味を主とし

て、その文を構成する単語の儲々の意味に拘泥し過ぎ



ないよう注意すること（すなわち③全体の意味から文

の焦点を判断して原文の「心もちJを揺むこと）が重

要であるという。

読方向様に、解釈を行う場合にも文章全体を斜酌し、

目を向けることが重要であると悶

るへこうした意味の軽重について岡倉は、

各文には必ず意味の焦点というものがあるという 430 

次の二つの例から焦点について考える。 Ibought three 

books yesterday.という文では、いずれの単語にも焦点

を置くことが可能で、焦点の定め方次第で文の意味が

異なってくる。たとえば、 Iに焦点を置けば「他なら

ぬ私がJの意味で、 boughtに焦点を置けば「借りた、

売ったとかではなくて、質ったj ことを意味するとい

う具合である。次に、 Anold man is c凶 ingthe branches. 

He cuts them with a pair of scissors.という併では、前文は

「木の枝を切っている最中だJとし1う意味で、今行っ

ている動作に焦点が定められており、進行形が用いら

れている。一方後文では、「鉄を用いて切っているJと

いうので動作は確かに「切っているjのだが、その動

り、ここでは道具の方に

焦点がある。本来は後文でも現在進行形が用いられる

べきところであるが、動作よりも道具が重く見られた

ために、動詞には注意が払われずに現在形となってい

る。開倉は、このような書き手の言わんとする意味の

微妙さやニュアンスを、原文の「心もち」などと呼ん

でいるぺ重く用いられた単語すなわち焦点、の定めら

れた単語は特に注意してその意味を汲み取って適訳を

考える必要がある。また例文から、「心もちjは、語の

意味を強調するだけでなく、文の構造にも影響を与え

ていることがわかる。

このような文の焦点のことを岡倉は「意味上のアク

セントj 45とも換言している。聴、方では者擁の様子か

ら焦点を判断できるが、文章を読む場合は、意味の関

係上重要な箆所つまり相手が言わんとする「心もちJ

に関係の深い場所に焦点、が置かれる。そのため、文章

全体の意味や、文の構造、前後の文との関係に注居す

ることで焦点の所在を指揮することができるのである。

全体の意味が重要であるからといって、文を構成す

る倍々の単語を粗略に扱ってもよいというわけではな

し例。全体の意味を知るためには、まずは各単語が文

の中でどのような意味を持ちどのような働きをしてい
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るか、すなわち上述の①個々の単語の意味や②各単語

の文法上の関係や自己列を暁確にしておく必要がある。

関倉は、日本人が外国人のように原文を一読してそ

の「心もちJを把握することは難しいと考える。自本

人と外国人で「彼我愚俗人情等大に異れるj 47ためで

ある。同倉は、原文の「心もちjをよく解釈するには、

外国人の言語感覚や患考様式に却して直接的に意味を

解するようになる必要があるとしづ 48。これを実現す

るには「英語の本体は話されたる形、郎ち発音抑揚に

あるのだから、全文の意味を了解した後は［中路］反

復読方を練習せしめjるのが良法であり、「斯くして始

めて抑揚緩急の工合を充分了解することもでき、英語

の語感〔コツ］にも通ずることを得るj49のである。

つまり、 i直訳を通して原文の意味を理解した後に正し

い発音抑揚で反復して音読練習を行うことが肝要なの

である。これが③で解釈においても音読が重要とされ

る理由である。

③読方と解釈の関連から見る f読書力j

読方は自ら昔読することで膏声の面から原文の意

味に接近することであり、解釈はこれを意味の笛から

行うことで、あった。重い意味で用いられる単語は重く

発音され、軽い意味で用いられる単語は軽く発音され

ることから、音調の置かれる場所と解釈における焦点

の所在は符合すると言える。読書において正しい音調

で音読ができれば、焦点を見定めた解釈ができるであ

ろうし、逆に、原文の意味をよく理解できていれば原

文を談話の体に再現することも国難ではないだろう。

同倉の構想、した「読書Jとは書き手を想起し、原文

の意味に対して音声の側部からのアプローチと意味の

側面からのアプローチを同時に行うことであり、 f読

書jにおいて読方と解釈は、相手の「心もちJを汲み

取る行為として表裏一体の相補関係を成しているので

ある。こうした読方と解釈の密接不離な関係を悶倉は、

「元来訳郎読読却訳で、両者は恰も形と色との如く、

形無ければ色なく、色無ければ形無しj50と形容する。

読方と解釈は一体であるため、問倉は「解釈は、決

して原文の意味を理会するだけに止まらず、読むと共

に其意味が心に通ずるJことを屈指して「反復読方を

試みしめねばならないJと述べる5＼再三再四の膏読

練習によって「相離れたる読方解釈の両者は、此処に

相結んで一回と為って活用するに至るj 52のである。



さらには解釈の項で確認した通り、この反復練翠は音

声と意味とを対応させることから一歩進んで、 f語感

（コツ）Jや「心もちjなどと表現される外国の言語感

覚や思考様式に接近することも可能としている。こう

した外国の心性とも呼べるものを解することで、より

護接的に読方や解釈を行うことが可能になるのである。

以上から、繰り返し音読練習を行うことで、まるで

外国人が読むかのように一読して匝ちに読方と解釈の

処理を保持的・並行的に行うことができるようになる

ことが、すなわち、皮復と滞納によって読方と解釈を

自動化の域に押し上げることが、 「読書力j

を養成することであると言えるだろう。

4. 関倉の英語教膏論に基づく「読書力j養成の実践

関倉の理論に基づく実践として、松本鍾一

(1939年）に見られる教授案（表1）を検討

は松本を代表とした広島

養成するJ55ことだと述べている。

( 1 ）広島高部開中における関倉の英語教育論の受容

詩的は、英語の了解（読

む、開く）と発表（書く、話す）の能力を身につけさ

せて英語の知識およ

ことと、海外の風物

の疎通手段を与える

風俗、国情）や、それら

の自国との異！司について正確な認識を与え、多様な思

ことで豊かな部民性を養うことである5¥

しつつ、海外の恩物から文化の

相対性などへの認識を深めることを自指している点は、

. r教育的価髄jに類似している。

－技能の教授について松本は、「分科の

統一を留j り f読書本位により

くj こととしている5＼ここでいう

松本は、人から話してもらう代わりに、告分の声で店

らに話し関かせることであると述べており、彼が開倉

の「読書j観を正しく理解していることがわかる。

(2）指導過程の検討

、て次のように述べるS80 

始め 10分で、前持の文章について問答を行い、終わりの

5分で教師が最抵でも一呂は原文を朗読する。これら

の時期に生徒に原文の意味とその読方を合致させて、
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聴くと同時に意味を了解するよう努力させることで、

は確実に伸びるのだとしづ。松本の指導案

では第一段と第三段階がこれに相当するが、本時の教

授案は関倉の企臨した通りの展開ではない。ただし、

広島高師附中の教授要認では、第一段で前時教材につ

いて暗請や問答を行い、第三段で教師が範読し生徒も

数回音読することになっている5＼文法の復習や会話

作文の練習を符う等の実捺的な必要のために教授方針

と教援案は必ずしも一致したわけではないようである。

本時の指導過程では、第二段が「読書力jの養成に関

表1.広島高富市附中第三学年英語科読本教捜案

（松本 f~定議科教授の塁壁際J pp. 27-29より習l,E詩。内容を綴ねない総額で雲表者が審議室義した。〉

第三学年O組英語科読本教授案

。教材
GENTLE MANNERS （……R叩 dersBook ll.(Lesson 13, pp.67制71)

本時（全5時間中の第 l時間§）ではpp.67-68さと扱う。

（第2～4時ではpp.68-71を扱い、第5a寺では総復沼、議雲取などを行う。）

0教授要項
(1）新議： well-bred,reぬ1ed,unselfish, needlessly, rule, whatever, ye 

(2）解釈、文法
、守1atdo you think of when we hear the word gentle，ηan? I A good way to 
learn ...... is to watch ..一 I...... , it (your he剖） is SU陀 totell you what to s,zy 
and do at all times. I ...... your heぽtwill tellyりuto think ....ぃ／ It will tell you 
never needlessly to h盟校……／thinkof.. ....と remind-of......との関係。

0教法（本時の指導過程）

策て段＿J寒翌＿＿j数民全）一一一一一一一……
(a）宿題（英作文）を絞護寄せしむ。

(b）同時；こ他1:fこ就いて英語；こて問答。
(c）宿題の協同音T1E。

(b）了解確実と認めたる持は直ちに複文を行はせる。

(e) § 正句読一関（この問、教師は必喜害事項を板番す。）

(f）指名読一回一各節毎に行ふ。

主主に訳ー各節毎；こ行ふ。

婆点、を生徒と共に共問研究。

(i）各自に今一度通読せしむ。

第三段骨骨韓賀、拘整理ー＿＿(l"I互分）＿＿＿＿＿ 即同町命制嶋崎但姐也
(a）次の館、jjを行ひ、夜ちに複文せしむ。

((!)The word問。／alwaysr官mir池山ofAust凶 ia.{gl‘he best way to learn a 

language is to go to the ∞桂成rywher芯itis spoken.) 

think ofを使ってParaphraseさせる。

(c）婆点iこ下線をヲiかしむ。
(d）宿題提示。（$外国語を努ふ最上の道はその国諮の話される国に行くこ

とである。金II:七の本を見るとアメヲカ；こゐる叔父を思ひl±lす。）

O本文（本時で扱う総額）
GENTLE MANNERS 

What do you think of when we hear the word gentleman? We think of a man of 

gentle manners, a welトbred,refined man. And we know that a lady is a gentle, 

refined woman. 
A good way to learn gentle manners is to watch what well崎bredpeople say and 

do：，加ta b迂社erway, yes, the very best way, is this: to try to be kind and unselfish. If 

yo口rheart is right, it is sure to tell you what to say and do at all times. 

I know that your heぽtwill tell戸uto think of the people of oilier people as well 

as your own. It will tell you never needlessly to hurt the feelings of any one. Your 

heart will remind you of the Golden Rule，“浪/hats氾ev官rye would that men should do 

to yo自，doye even so to them.” 



わる部分である。全体的な構造として、はじめにおお

まかに文章の読み方と内容をとらえ、次に範読や単語

の発音練習で読み方の確認と音読練習を行い、続けて

訳や要点を確認し、最後に改めて音読練習をするとい

う形式である。意味を解した後に正しい読み方で音読

練習を繰り返すという岡倉の直読直解の「読書力J養

成の理論を体現した授業構成であると言える。

個別の指導過程では、第二段（a）が重要な役割を果

たしていると考える。（a）の読み関かせは、パラフレー

ズを行うことで英語を英語のままに解することを可能

にしており、（b）、（c）との一連の指導で、音声と

の両面から原文の意味内容に接近することをも可能に

している。（a）でおよその音調の在り方や文章の大意を

掴むことは、その後の音読練費や邦訳の際に一助とな

るだろう。（a）は読方と解釈の二面性を有している点で

していると同時に、（a）での理

となっている。この（引を核

開倉の f読書力J養成の

ただしこの実践については課題点を二つ指摘して

おきたい。一つは、読方が教師の技量に依存すること

である。もし教師に発音などの心得がなければ、先ほ

ど重要であると述べた第二段（a）の時点で、

から原文の意味へ接近することを促すのは国難となっ

てしまうだろう。

もう一つは、「教育的価値Jについてである。広島

高師前中においても関倉の「教育的錨値Jに通ずる自

的が掲げられ、愚物教授等を行うことされていた。本

教授案における教材は海外風物を示すに足るものであ

るカ宝60、それをし1かに扱うかは詳述されていない。

語や文化の相対性について、意識的に教授が行われな

いのであれば、 f教育的価値jの実現は偶発的学曹にな

っていると言える。これは関倉の理論にも通ずる課題

であり、「教育的価｛痘J実現の具体的な到達目標や評価

規準、教授方法などが不明瞭であると指描できる6¥

5. おわりに

岡倉の唱えた「読書力Jとは、一読して寵ちに音声

と解釈の両面から原文の意味に迫る力で、あった。書き

手を想定して音読し自らに読み聞かせるという点で身

体性を伴っていると書える。洋書を読むといえば訳読
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一辺倒で、あった当時において隅倉は読みの概念を拡張

したと評価することができる。

岡倉は、「読書力j を英語科の基礎的・総合的な力

ととらえ、読本教授を基として、文法や作文、会話な

ど各分科を関連させて教授することを目指した。同倉

の「読書力」を中心とした能力観や教授論は、伊藤が

指摘する通り 62'4技能のバランスの殺り方やその指導

を考える際に参考となるだろう。

広島高師附中の実践の検討より、「読書力Jの養成

を中心とした教授では、全体として読みと意味を理解

した後に膏読練習を繰り返す授業展開となっており、

特に原文をパラフレーズしたものを読み関かせること

が読方と解釈に対して重要な役割を果たしていること

がわかった。こうした教授法は、英語を英語のまま藍

接的に理解する誼読底解の「読書力Jの養成に与する。

これは、今日 f英語の授業は英語で行うj

63にあたって一つの具体的方法を示していると言うこ

とができるだろう。

2002年に「f英語の使える日本人J青成のための戦
が出されて以降は、財界人や政治家によって

コミュニケーション能力を重視した英語教育政策が推

し進められてきている。上述の f英語で授業Jもこの

流れに捧さすものである。こうした動向には、一部の

エリート育成にのみ焦点を合わせて英語がビジネス実

利のための道具・技能に楼小化されることで、学校教

育の本震が歪められているとし1う批判もある6¥

こうした今日的状況を踏まえると、持会が実務志向

の f実用英語jを否定して教育的視座から英語教育を

とらえなおしたことは注目に領する。岡倉が技能上の

自標として掲げた「読書力jは会話作文の基礎であり、

かっ、 f教育的価値Jにつながる力で、あった。

を養うことによって、会話作文の素養として所謂「実

用j的な要求を満たしつつ、読書を軸として言語・文

化の相対性を知り思考力を鍛えることは、英語を学ぶ

多くの生徒にとって価値があるだろう。

一方で、間倉の英語教育論は、「読書力Jを中心と

する「実用的価｛直Jから連続して「教育的価値jの実

現が昌指していたが、実践においては「教育的価催J

を実現するための具体的な教授法は十分に示されてい

なかった。この点を関倉がどのようにとらえていたの

かを明らかにすることを今後の課題としたい。
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